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災害も毎年あり、新型コロナも蔓延拡大が止まらず、先が読みにくい
反射神経的に対応していかなければならない時代になったと思います
大切なのはそれぞれの「人」、「クラブ」だと改めて感じました。
P7 埼玉県知事 大野元裕氏対談記事より抜粋
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2021年5月14日  西新宿平田ビル3F会議室副幹事団座談会
今期は副幹事 7名、一人が 2リジョンと 3つの委員会を担当するスモール副幹事団であっ た。
進藤ガバナー自身の経験があっての人数構成であった。実際今期務めた方々は副幹事として一年
をどう感じたのか、コロナ禍で二転三転する状況をいかに切り抜けたか、実状を聴く。個人的な
やりがいやアドバイスを直接聞き、来期そして今後、副幹事になるメンバーへ エールを贈っても
らうため、座談会を開催した。

■
今
期
の
副
幹
事
団
は
少
人
数
で
し
た
が
、
少
人
数

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
感
じ
ま
し
た
か
？

「
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い=

メ
リ
ッ
ト
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

L
武
内 

ス
モ
ー
ル
幹
事
団
と
い
う
こ
と
で
当
初
は
大

変
だ
ね
と
色
々
な
方
か
ら
言
わ
れ
た
が
、
一
切
の
デ

メ
リ
ッ 

ト
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
副
幹
事
団
が
七

人
だ
か
ら
こ
そ
連
帯
し
て
集
ま
り
も
良
く
、
良
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

L
増
渕 

担
当
す
る
委
員
会
が
多
く
出
席
で
き
な
い
時

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
少
人
数
ゆ
え
の
団
結
力
が

あ
っ
た 

と
思
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
会
議
ツ
ー
ル
も
今

ま
で
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
す
る
う

ち
に
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

L
佐
々
木 

人
数
が
少
な
い
こ
と
で
纏
ま
り
が
出
来
て

良
か
っ
た
で
す
。
活
動
は
実
際
き
つ
い
と
は
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
の

で
楽
だ
っ
た
（
リ
モ
ー
ト
等
導
入
で
）
側
面
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
遠
方
の
人
に
と
っ
て
も 

Z
o
o
m 

参
加
で
例
年
よ
り
は
負
担
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
S
N
S
の
活
用
で
情
報
共
有
」
が
速
や
か
に
で
き
ま

し
た
。

L
湯
沢 

殆
ど
の
会
議
は 

Z
o
o
m 

で
特
に
困
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
す
。
日
常
の
や
り
取
り
に
つ
い
て

も
、
L
I
N
E
で
円
滑
か
つ
迅
速
に
レ
ス
ポ
ン
ス
の

良
い
や
り
取
り
が
出
来
、
皆
で
団
結
し
て
取
り
組
め

た
と
思
い
ま
す
。

L
清
水 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人

数
だ
と
派
閥
な
ど
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
7
人
が

ち
ょ
う
ど
良
く
、
楽
し
く
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し
よ

う
と
い
う
空
気
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
幹
事
団
を
や

る
こ
と
で
一
年
の
流
れ
や
知
ら
な
か
っ
た
名
称
の
意

味
な
ど
、
L
C
の
こ
と
が
深
く
理
解
で
き
良
か
っ
た

で
す
。

L 武内 正行
東京新世紀 LC

L 増淵 秀一
東京白門 LC

L 佐々木 重行
東京江戸川 LC

L 清水 ゆきの
東京世田谷 LC

L 湯沢 久美子
東京光が丘 LC

L 阿部 清彦
東京新宿 LC

L 太田 章文
東京桑都 LC
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■
み
な
さ
ん
以
前
か
ら
あ
る
程
度
、
デ
ジ
タ

ル
・
I
T
の
知
識
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

デ
ジ
タ
ル
・
I
T
初
心
者
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
が
追

い
風
!
? 
今
は
成
長
と
進
歩
を
感
じ
て
エ
キ
ス

パ
ー
ト
へ
。

L
清
水 

最
初
の
頃
は
ほ
と
ん
ど
パ
ソ
コ
ン
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
人
数
だ
け
に
議
事

録
作
成
が
よ
く
ま
わ
っ
て
き
て
、
や
っ
て
い

く
う
ち
に
修
正
が
少
な
く
な
り
成
長
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

L
阿
部 

機
械
音
痴
で
L
I
N
E
電
話
が
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、 

多
少
進
歩
出
来
た
の

は
コ
ロ
ナ
禍
の
副
産
物
で
し
た
。

L
太
田 

八
王
子
市
か
ら
は
新
宿
は
遠
い
の
で
、

幹
事
団
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
来
た
こ
と

は
良
か
っ
た
で
す
。

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ブ
、
委
員
会
を
繋
ぐ
運
営

面
で
特
に
工
夫
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
、
解
除
、
ま
ん
延
防

止
と
二
転
三
転
す
る
状
況
で
、
年
次
大
会
開

催
へ
向
け
て
の
準
備
や
、
当
日
の
成
功
・
失

敗
談
な
ど
、
こ
こ
だ
け
の
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

年
次
大
会
で
は
「
し
っ
か
り
と
し
た
役
割
分
担
」

が
さ
れ
て
運
営
し
易
か
っ
た
。

L
佐
々
木 

三
役
が
一
番
苦
労
し
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
ほ
ど
年
次
大
会
委
員
会
に
ガ
バ
ナ
ー

と
幹
事
が
毎
回
に
出
て
く
る
年
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
副
幹
事
は
役
割
分
担
も
決
ま
っ
て

お
り
、
自
分
た
ち
が
や
る
こ
と
だ
け
し
っ
か

り
出
来
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
、
拘
束
時

間
も
例
年
よ
り
短
か
っ
た
で
す
。 

今
年
か
ら
年

次
大
会
の
代
議
員
会
は
身
分
証
明
書
の
提
示

が
必
要
に
な
り
、
全
ク
ラ
ブ
会
長
に
そ
の
旨

を
電
話
で
伝
え
る
こ
と
が
一
番
苦
労
し
た
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
関
係
者
全
員

の
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
に
、
密
集
、
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
行
う
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

L
太
田 

方
針
な
ど
は
幹
事
団
で
決
め
た
が
、

き
ち
ん
と
三
役
に
確
認
し
、
副
幹
事
団
の
意

見
（
例
え
ば 

Z
o
o
m 

会
議 

推
奨
）
な
ど

耳
を
傾
け
て
頂
い
た
。
幹
事
団
会
議
の
日
程

も
第
一
・
第
三
金
曜
日
十
五
時
半~

十
八
時
と
、

第
二
・
第
四
土
曜
日
の
午
前
中
と
い
う
よ
う

に
し
っ
か
り
決
ま
っ
て
い
た
の
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

■
委
員
会
で
各
自
担
当
し
た
役
割
で
、
や
り

が
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
ご
意
見
伺
い
隊
と
の
連
携
は
と
れ
て
い
ま

し
た
か
?

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
「
雑
談
か
ら
成
功
、

ク
ラ
ブ
・
支
部
誕
生
」
を
体
験
。

L
阿
部 

ご
意
見
伺
い
隊
に
つ
い
て
は
、
隊
員

と
交
わ
る
こ
と
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、3
3
0-

A
地
区 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ご

意
見
伺
い
隊
」
の
記
事
を
見
て
、
上
半
期
熱

心
な
隊
員
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

法
人
運
営
委
員
会
で
は
と
て
も
高
度
な
内
容

で
、
副
幹
事
と
い
う
よ
り
ガ
バ
ナ
ー
と
幹
事

が
積
極
的
に
か
か
わ
る
重
要
事
項
ば
か
り

だ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
役
に
立
て
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員

会
で
は
、
雑
談
か
ら
本
当
に
ク
ラ
ブ
や
支
部

が
生
ま
れ
る
な
ど
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
実

績
に
繋
が
っ
た
経
験
を
体
感
し
ま
し
た
。

東
京
タ
ワ
ー
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
大
作
戦
!
「
地

域
企
業
と
の
協
力
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
」
実

現
し
た
。
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坂本委員長 考察
各ガバナー期に 7~14 名の副幹事が毎年各リジョンから選出され、7 月 1 日から翌年 6 月 30 日迄の 1 年間をガバナーを中心とし
たメンバー構成で、キャビネット運営に関わります。1 年を通して「同じ釜のご飯を食べた仲」はライオンズ活動はもとより、各
場面で繋 がりを持つ大切な仲間となるでしょう。是非、多くのメンバーに副幹事のやりがいのある職責を味わって頂きたいと思
います。
ファシリテーター L 赤尾嘉晃から
近藤 G 期の 2016 年 4 月 30 日に当時の副幹事へ「年次大会」将来への展望というテーマで 座談会を行った。
https://330a.jp/wp-content/uploads/2019/09/news_1606h.pdf (P8-P9)に掲載。少人数で今回と同じような雰囲気で皆仲が良く、
助け合いその時のキャ ビネット幹事が現在の進藤 G でした。その成功体験をコロナ禍の難しい時期にあてはめ、スモールキャビ
ネットを実践し、デジタル化にも対応した今期の副幹事の皆さんの達成感をチームワークの証、みなの笑い声とともに感じた座談
会だった。益々の活躍を期待したい。

L
湯
沢 

二
〇
二
〇
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た「
東

京
タ
ワ
ー
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
大
作
戦
」
で
は

委
員
会
の
皆
様
と
毎
日
何
度
も
や
り
取
り
す

る
ほ
ど
大
変
で
し
た
。
小
池
都
知
事
が
来
場

さ
れ
る
か
否
か
は
直
前
ま
で
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
連
絡
を
密
に
し
ま
し
た
。
池
田
委

員
長
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
や
東
京
タ
ワ
ー
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
出
来
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
江
戸
川
区
の
船
堀
タ
ワ
ー
も
オ
レ
ン

ジ
色
に
な
り
ま
し
た
。

L
佐
々
木 

ご
意
見
伺
い
隊
は
ガ
バ
ナ
ー
直
轄

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
理
解
し
て
お
り
、
幹
事

団
会
議
で
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
委

員
会
は
や
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
委
員
会

が
多
か
っ
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ 

と
が
出
来
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
の
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。

L
増
渕 

I
T
を
駆
使
し
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
開

催
し
大
変
活
発
的
に
動
い
て
い
た
委
員
会
も

あ
り
ま
し
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
支
援
委
員
会
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
木
の

贈
呈
・
オ
ブ
ジ
ェ
の
贈
呈
・
障
害
者
児
童
の

オ
リ
パ
ラ
招
待
な
ど
実
現
で
き
る
よ
う
に
と

毎
回
協
議
を
進
め
て
ま
し
た
。

ご
意
見
う
か
が
い
隊
は
進
藤
期
の
目
玉
政
策

で
す
。

L
武
内 

ご
意
見
伺
い
隊
は
進
藤
期
の
目
玉
政

策
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
ラ
イ
オ
ン
の
気
持
ち
、
考
え
を
広
く
聴
く

こ
と
が
出
来
て
個
人
的
に
も
勉
強
に
な
り
、

今
後
も
続
け
て
い
く
と
良
い
仕
組
み
な
の
で

は
な
い
か
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

薬
物
乱
用

防
止
と
Y
C
E
委
員
会
は
メ
ン
バ
ー
全
員
の

意
見
を
聴
い
て
か
ら
決
め
る
、
そ
し
て
会
員

増
強
委
員
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
退
会
防
止
の
取

り
組
み
な
ど
、
各
委
員
会
熱
意
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
来
期
、
ま
た
今
後
副
幹
事
を
担
う
メ
ン
バ
ー

の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
、
エ
ー
ル
を
贈
っ
て

頂
け
ま
す
か
。

ま
た
L
C
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
?

エ
ー
ル:

「
人
と
の
繋
が
り
」
で
進
化
さ
せ
て

く
れ
る
機
会
（
o
p
p
o
r
t
u
n
i
t
y
）

で
い
っ
ぱ
い
で
す
!

L
太
田 

い
ろ
ん
な
人
と
繋
が
れ
る
事
が
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。 「
担
当
し
た
委
員
会
に
、
副
幹
事
が

育
て
て
も
ら
え
る
」
の
で
、
副
幹
事
は
勉
強

に
な
り
ま
す
。

L
清
水 
い
ろ
ん
な
メ
ン
バ
ー
と
出
会
い
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

他
の
委
員
会
・
ク
ラ
ブ
の
方
と
会
う
機

会
が
多
く
知
り
合
い
が
増
え
る
の
で
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
『
ホ
ー
ム
』 
感
が
あ
り
楽
し
く
、

「
一
歩
踏
み
出
す
と
色
々
な
方
々
と
会
え
る
環

境
」
が
造
ら
れ
ま
す
。

L
湯
沢 

L
C
メ
ン
バ
ー
は
年
齢
・
職
種
・
性

別
も
多
種
多
様
で
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
が

出
来
、
色
々
な
会
議
に
出 

席
す
る
事
で
「
自

分
自
身
も
変
化
し
、
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て

く
る
環
境
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

L
佐
々
木 

副
幹
事
は
ガ
バ
ナ
ー
の
手
と
な
り

足
と
な
り
お
手
伝
い
が
主
な
役
割
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

L
C
は
色
々
な
方
と
出
会
え
る
素

晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

L
増
渕 

次
期
の
副
幹
事
は
十
四
名
と
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
今
期
と
比
較
し
て
担
当
が
減

り
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の
副
幹
事

が
い
る
の
で
仲
良
く
な
れ
る
人
数
も
多
い
と

思
い
ま
す
。 「
異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
交
流
が
で
き
生
き
た
情
報
も
多
く
、
勉
強

に
な
る
場
所
」
で
す
。

L
武
内 

ガ
バ
ナ
ー
の
意
向
・
情
熱
を
感
じ
、

手
伝
う
こ
と
の
で
き
る
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。 

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
る
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
奉
仕
は
大
変
で
す
が
人
間
形
成
・
自
分

の
成
長
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

L
阿
部 

広
く
浅
く
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
・
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ 

ー
ソ
ン
と
も
い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
出
来
ま
す
。
自
分
の
ク
ラ
ブ

や
ゾ
ー
ン
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
か
、

新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
自
ク

ラ
ブ
に
大
き
く
成
長
し
て
戻
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

企画・編集 副委員長 L 細田 未央G: ガバナー LC: ライオンズクラブ Zoom:Web 会議システム
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特集：With Covid-19
Part-3

330-A 地区 進藤義夫ガバナー、埼玉県知事 大野元裕氏 対談

対談 : 330-A地区 進藤 義夫 G、埼玉県知事 大野 元裕氏
コメンテーター : L 江端 貴子 (330-A地区キャビネット幹事 ) 
ファシリテーター : L 赤尾 嘉晃 ( 広報・IT・クラブサクセス委員会アドバイザー ) 
ムービー撮影 : L 坂本 純一 ( 広報・IT・クラブサクセス委員会委員長 )    
スチール撮影 : L 吉岡 晋 ( 広報・IT・クラブサクセス委員会アドバイザー )

2021年5月26日    於 埼玉県庁知事室

https://youtu.be/D0pG8ZROWnc



05

開催までの経緯　大野元裕氏は、H22 年（2010 年）、330-C地区ガバナー時代に330MD の若手ライオンの
育成の為、ファシリテーター研修を開催。その当時参加した 330-A地区の若手 3 人の中の一人が現在の
進藤ガバナー(以下G)でした。研修の内容は後述いたします。その研修会から約 10 年の時を経て、講師は
埼玉県知事に、 受講者の一人は 330-A地区のGになりました。この10年間、東日本大震災、熊本地震、
大型台風被害などの自然災害が頻繁に起き、昨年2020年には新型コロナ ウイルスが世界中で蔓延して
交流移動の制限、経済活動の停滞で新しい生活様式 への対応を迫られ、市民の価値観が激変しました。
そんな中、ライオンズクラブの従来型のアクティビティ(イベントなどで多くの人を集めての情報の発信等)
開催が難しくなってしまいました。
目的　今回の対談は、様々な政策で先手を打ち、「誰一人取り残されない社会を築くこと」 を目指している
大野元裕知事とアクティビティコンペティションを新しい手法 (リモート)で開催、成功に導いた進藤義夫 Gに、
市民の地域への新しいかかわ り方や、通勤や仕事環境の変化に対応していく、近未来の奉仕・ボランティア
団体のあるべき姿、将来の展望をそれぞれの立場からお話しいただく為に対談を行いました。

対談のコンテンツ
1 リーダー (知事・G)になると決意したきっかけや、出来事をお話しください。 
2 今変えた方がよいこと継承した方が良いことは。 
3 COVID-19で一極集中から分散へ、企業のデジタルトランスフォーメーション (DX)
  が加速しました。DXが地域、家庭にもたらす変化は。 
4 職住接近の社会で必要となるボランティア活動とは。 
5 誰もが参加しやすい理想のボランティア活動とは。
  人々の意識を変え、ゆくゆくは制度の変化にもつながる奉仕活動とは。
6 行政とボランティアとの連携、ライオンズの未来。

① 

リ
ー
ダ
ー
（
政
治
家
・
G
）
に
な
る
と
決

意
し
た
き
っ
か
け
や
、
出
来
事
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。

大
野
氏
（
以
下 

O
）　
政
治
家
に
な
る
き
っ
か

け
は
・
・
・
私
は
中
東
の
専
門
家
で
当
時
の

防
衛
庁 

の
防
衛
戦
略
委
員
会
に
所
属
し
、
防

衛
大
綱
（
安
全
保
障
の
憲
法
の
様
な
も
の
）

の
起
草
と
、
評
価
を
五
〜
六
年
行
い
ま
し
た
。

防
衛
大
綱
が
防
衛
庁
所
管
の
装
備
品
（
車
両

な
ど
）
と
隊
員
の
人
数
を
決
定 

す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
省
庁
を
超
え
た
安

全
保
障
（
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
）
が
縦
割 

り
行
政
の
弊
害
で
、
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
縦
割
り
行
政
の
打
破
を
掲
げ

て
い
た
民
主 

党
に
参
画
し
、
政
治
の
世
界
か

ら
人
の
命
を
守
り
た
い
と
考
え
た
の
が
、
政

治
の
世
界
に
飛
び
込
む
き
っ
か
け
で
す
。

進
藤
G
（
以
下 

S
G
）　
世
田
谷
L
C
が
日
本

で
初
め
て
の
東
京 

L
C
の
直
系
子
ク
ラ
ブ
で
、

G
を
輩 

出
し
て
い
な
か
っ
た
。
私
が
入
会
し

た
年
に
世
田
谷
は
四
十
五
周
年
を
迎
え
、
式

典
で
ク
ラ
ブ
の
目
標
と
し
て
い
ず
れ
G
を
輩

出
す
る
と
宣
言
し
、
他
人
事
の
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
入
会
し
た
年
に
実 

施
し
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
世
田
谷
区
内
の
作
業
所

群
へ
声
を
掛
け
、
ラ
イ
オ
ン
誌
の
封
入
作
業

を 
行
い
ま
し
た
。
当
日
作
業
が
で
き
る
障

が
い
者
が
各
所
か
ら
集
ま
っ
て
封
入
作
業
を

行
え
る
環
境
を 
整
え
ま
し
た
。
L
C
が
、
区

内
の
作
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
貢
献

し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
思 

っ
た
が
、
知
人

に
そ
の
良
さ
を
伝
え
る
の
に
は
苦
労
し
ま
し

た
。
成
果
を
多
く
の
人
へ
発
信
、
見
せ
る
こ

と
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
切
と
思
い
知
り
、
こ

れ
を
当
時
の 

S
N
S
ラ
イ
オ
ン
ネ
ッ
ト
に
発

信
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
の
仲
間
か
ら
「
そ
こ

ま
で
考
え
た
な
ら
G
に
な
る
し
か
な
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
数
多
く
頂
い
た
こ
と
が
、

き
っ
か
け
の
一
つ
で
す
。

② 

今
変
え
た
方
が
よ
い
こ
と
継
承
し
た
方
が

良
い
こ
と
は
。

O
　
L
C
に
は
あ
る
べ
き
姿
は
あ
り
ま
せ
ん

（
多
種
多
様
の
奉
仕
）。
専
門
分
野
で
は
、
そ

の
道
の
N
P
O
に
は
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

L
C
の
強
い
と
こ
ろ
は
、
一
、
損
得
抜
き
で

付
き
合
え
る
仲
間
で
あ
る
、
二
、
ニ
ー
ズ
変

化
へ
の
対
応
力
、
守
備
範
囲
が
広
く
新
し
い

価
値
観
の
メ
ン
バ
ー
を
抱
擁
す
る
力
が
あ
る
。

三
、「
こ
ん
な
じ
ゃ
だ
め
だ
ろ
う
!
」
と
変
化

す
る
こ
と
を
常
に
語
り
合
う
熱
い
メ
ン
バ
ー

が
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
奉
仕
に
対
す
る
熱
意

の
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

S
G
　
国
際
協
会
、
L
C
I
F
の
変
化
は
早

い
し
、
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
も
法
人
化
し
て
変

わ
っ
て
い
る
。 

継
承
し
て
欲
し
い
こ
と
は
組
織

の
為
の
メ
ン
バ
ー
で
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
為

の
組
織
で
あ
っ
て
欲
し 

い
。
今
年
ご
意
見
伺

い
隊
を
結
成
し
、
各
ク
ラ
ブ
に
隊
員
を
派
遣

し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
の
要
望
、
改
善
点
、

ク
ラ
ブ
の
自
慢
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
次
回

の 

3
3
0-

A
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
の
予
定
で

す
。

③ 

C
O
V
I
D-

1
9 

で
一
極
集
中
か
ら
分

散
へ
、
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
） 

が
加
速
し
ま
し
た
。

D
X
が
地
域
、家
庭
に
も
た
ら
す
変
化
は
。（
以

下 

D=

デ
ジ
タ
ル:

現
実
社
会
の 

物
事
や
出

来
事
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
扱
え
る
カ
タ
チ
に

す
る
こ
と
）
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O
　
D
X
こ
れ
は
難
し
く
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
県
庁
内
で
は
進
み
始
め
て
い
て
、

ま
だ
個
別
の 

デ
ジ
タ
ル
化(

D 

パ
ッ
チ)

の
段

階
で
す
。
D
X 

は
、
X 

の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン(

変
形
、
変
質
、 

変
容
、
変
革)

が
重
要
で
す
。
ど
う
い
う
社
会
や
働
き
方
に

す
る
か
を
考
え
る
こ
と
、
頭
の
切
り
替
え
が

必
要
で
す
。
手
段
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に

す
る
と
デ
ジ
タ
ル
化
へ
一
歩
踏
み
出
せ
る
が

そ
れ
で
は
不
十
分
で
す
。
課
題
克
服
の
た
め

に
い
か
に
D
を
使
う
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
X
は
、「
ど
う
い
う
風
に
な 

り
た
い

か
」
例
え
ば
、「
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
に

し
た
い
」「
九
州
に
モ
ノ
を
売
り
た
い
」
な
ど

で
、 「
何
を
や
り
た
い
か
」
が
一
番
重
要
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
D
で
対
応
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
。
配
送
、
販
売
、
集
金
、
顧
客
か
ら
の

反
応
な
ど
を
デ
ー
タ
化
・
・
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
た
る
X
こ
そ
が
D
X
の
本
質
で
す （
民
泊
、

ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
、
ア
マ
ゾ
ン
通
販 

な
ど

D
X
活
用
例
）
次
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が

り
ま
す
。

S
G
　
生
活
の
中
で
は
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
く
、
障
が
い
者
の
な
か
に
は
ウ
ー

バ
ー
イ
ー
ツ
な
ど
で
気
軽
に
注
文
し
て
い
る

人
も
多
く
い
ま
す
。
逆
に
、ス
マ
ホ
が
無
い
と
、

部
屋
も
借
り
ら
れ
な
い （
保
証
会
社
の
承
認
が

出
来
な
い
）、
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
も
で
き
な
い
。

ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
と
暮
ら
し
て
い
け
な
い

時
代
に
突
入
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
貸
出
で
就
職
支
援
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ 

ビ
テ
ィ
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

O
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
で
ア
イ
パ
ッ
ド
貸
し
出
し
た
と
し
て
も

自
宅
周
辺
で
ワ
イ
フ
ァ
イ
環
境
が
整
っ
て
な

い
場
合
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
環
境
整
備
は
行

政
と
利
用
者
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
な
が
ら

整
え
て
い
く
し
か
な
い
で
す
。

S
G
　
十
年
位
す
る
と
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
使

い
こ
な
し
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
の
状
態
に

な
っ
て
い 

る
と
思
い
ま
す
。
環
境
整
備
を
進

め
る
側
の
行
政
の
施
策
が
大
切
な
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

O
　
女
性
の
庁
内
の
働
き
や
す
さ
の
改
革

（
X
）
の
た
め
に
、
D
（
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ウ
ェ

ブ
会
議
）
を
使
う
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
コ

ロ
ナ
で
経
験
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、
女
性
の

社
会
進
出
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

D
を
体
験
、
利
用
し
た

人
が
X
の
種
を
見
出
し
、
制
度
変
化
を
も
た

ら
す
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま 

す
。

④ 

職
住
接
近
の
社
会
で
必
要
と
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
は

S
G
　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
で
男
性
が
育
児

の
時
間
を
作
り
や
す
く
な
り
、
通
勤
に
費
や

し
て
い
た
時
間
を
街
の
お
掃
除
な
ど
に
（
体

一
つ
で
誰
で
も
で
き
る
、
街
が
綺
麗
に
な
る

と
気
持
ち
も
良
く
な
る
）
充
て
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

O
　
職
住
接
近
の
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
:
コ
ン
パ
ク
ト
（
必
要
な
拠

点
が
集
積
し
、 

ゆ
と
り
あ
る「
魅
力
的
な
拠
点
」

を
構
築
）・
ス
マ
ー
ト
（
新
た
な
技
術
の
活
用

な
ど
に
よ
る
「
先
進
的 

な
共
助
」
を
実
現
）・

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
（
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
「
持
続
可
能
な
地
域
」
を 

形
成
）

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
前
提
は
地
域
の
つ
な

が
り
が
あ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
埼
玉
県
で

子
ど
も 

食
堂
等
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
小
学

校
区
の
数
（
約
八
百
か
所
）
と
同
じ
く
ら
い

に
増
や
せ
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
食
事
を
取
る
だ
け
で
は
な
く
、

よ
く
似
た
境
遇
の
親
の
つ
な
が
り
が
で
き
、 

高

齢
者
に
子
ど
も
の
育
て
方
を
習
う
な
ど
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。

職
住
接
近
の
社
会
、
す
な
わ
ち
コ
ン
パ
ク
ト

な
地
域
で
皆
が
住
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

お
互
い
の
子
育
て
を
見
る
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高

齢
者
を
見
守
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で

す
。
L
C
が
で
き
る
こ
と
は
、 

小
さ
な
地
域
で

も
中
心
的
に
集
ま
れ
る
空
間
の
提
供
、
集
う

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
な
ど
、
街
は
作
る
こ 

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
拠
点
を
つ
く
る
た
め

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
献
血
、
子
ど
も
食
堂

で
勉
強
を
教
え
る
、
な
ん
で
も
相
談
室
な
ど
）

は
で
き
ま
す
。
も
う
一
歩
進
ん
で
、
職
住
接

近
は
、
E
S
G
投
資
（
環
境
・ 

社
会
・
企
業

統
治
に
配
慮
し
て
い
る
企
業
を
重
視
・
選
別

し
て
行
う
投
資
の
こ
と
）
を
引
き
付
け
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
企
業
、
奉
仕
、
行
政
、

地
域
が
一
体
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

⑤ 

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
理
想
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
は
。
ま
た
、
人
々
の
意
識
を

変
え
、
ゆ
く
ゆ
く 

は
制
度
の
変
化
に
も
つ
な

が
る
奉
仕
活
動
と
は
。 

O
　
だ
れ
も
が
取
り
残
さ
な
い
、
誰
も
が
担

い
手
に
な
る
こ
と
で
す
の
で
、
一
人
一
人
の

小
さ
な
行
動
が
世
界
を
変
え
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
L
C
的
に
い
う
と
、
元
国
際
会
長
ウ

イ
ン
ク
ン
・
タ
ム
氏
は
、「
人
は
、
奉
仕
す
る

側
か
、
さ
れ
る
側
に
分
か
れ
る
」
と
唱
え
ま

し
た
。
我
々
は
バ
ッ
チ
を
付
け
て
い
る
限
り

前
者
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

S
G
　
L
C 

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
を
経
験
し
て
、
汗
を
か
く
奉

仕
団
体
へ
寄
っ 

た
と
思
い
ま
す
。
何
が
で
き

る
か
を
考
え
、
組
織
を
飛
び
越
え
て
迅
速
に

動
き
、
募
金
を
呼
び
か
け
、 

緊
急
物
資
支
援
、

現
地
視
察
な
ど
行
い
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
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O
　
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
へ

行
き
恵
ま
れ
な
い
方
へ
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
集

め
た
時
の
こ
と
で
す
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
自
分

が
求
め
て
い
た
の
は
奉
仕
で
は
な
く
、
実
は
、

そ
の
向
こ
う
に
あ
っ
た
人
々
の「
友
情
」で
あ
っ

た
と
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
永
遠
な
れ
」
に
書
い
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
は
「
友
情
に
依

存
」
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
G
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
に
企
業
経
営
者
、

障
が
い
者
団
体
職
員
、
障
が
い
者
達
が
、
ご
っ

た
煮
で
集
ま
れ
る
拠
点
、
場
を
つ
く
り
、
誰
か

の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
て
、 

そ
こ
か
ら
新
し
い
仲
間
が
造
ら

れ
て
い
く
奉
仕
が
理
想
的
だ
と
思
う
。
今
期
誕

生
し
た
東
京
カ
レ
ー
L
C
も
き
っ
と
そ
の
拠
点

の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

⑥ 

行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
未
来
。

O
　
県
内
の
災
害
支
援
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
調
整
・
支
援
す
る
県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
「
彩
の
国
会
議
」
を
設
置
（
活
動
す

る
方
々
が
メ
イ
ン
、
県
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、埼
玉
版 

S
D
G
s
（
持

続
化
可
能
な
開
発
目
標
）
に
取
り
組
む
拠
点

と
し
て「
埼
玉
県 

S
D
G
s
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
企
業
、
団
体

等
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

昨
年
創
設
し
た
「
埼
玉
県
S
D
G
s
パ
ー
ト

ナ
ー
」
制
度
に
、
3
3
0-

C
地
区
が
ク
ラ
ブ

単
位
で
登
録
し
よ
う
と
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
非
常
時
に
は
い
く
ら
で
も
活
動
を
す

る
場
が
あ
り
ま
す
が
、
平
時
か
ら
活
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
L
C
は
中
か
ら
ぶ
ち
壊

し
て
い
き
、
新
し
い
息
吹
を
ど
ん
ど
ん
持
っ 

て
き
て
、
や
り
た
い
力
と
若
い
力
が
常
に
緊

張
感
が
あ
る
の
が
一
番
良
い
状
態
で
す
。
そ

の
緊
張
感
の
積
み
上
げ
が
「
誇
り
」
に
な
り

ま
す
。

S
G
　
こ
の
対
談
を
通
し
て
気
づ
い
た
事
は
、

L
C
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
人
が
、

行
政
の
長
に
入
り
込
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
試
み
を
ご
披
露
頂
き
凄
く
刺
激
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
そ
の
様
な
立
場 （
団
体
代
表
で
あ

り
、
地
区
G
）
で
拠
点
、
場
造
り
を
試
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
L
C
は
、
組
織
と
し
て

ハ
ー
ド
面
は
法
人
格
を
と
り
行
政
と
連
携
し

易
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
の
部
分

で
行
政
と
連
携
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
行
政

側
に
も
L
C
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、
両
方
を
理

解
で
き
る
人
が
い
る
と
組
織
造
り
や
ス
ピ
ー

ド
感
、
反
応
が
良
く
な
り
、
L
C 

の
理
想
の

未
来
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

⑦ 

最
後
に
一
言

S
G
　
災
害
も
毎
年
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
も

蔓
延
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
先
が
読
み
に
く
い
、

反
射
神
経
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
切

な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
」、 「
ク
ラ
ブ
」
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
大
野
知
事
と
の
対
談
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
　
今
年
進
藤
さ
ん
が
G
に
な
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
と
期
待
し
て
い
る
一
人
で
す
。

L
C
を
変
え
、 

数
年
た
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る

と 

3
3
0-

A 

地
区
を
変
え
た
一
年
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

江
端
幹
事
か
ら
コ
メ
ン
ト

示
唆
に
富
む
お
話
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
あ
る
べ
き
姿
が
な
い
L
C
、
そ
し
て 

L
C
は
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
緊
張
感
を
保
ち

な
が
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ
で
、

そ
し
て
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
な
い
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。

D
X
で
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
く
の
か
が
大
事
と
感

じ
ま
し
た
。
L
C
が
、
地
域
の
拠
点
つ
く
り
、

企
業
・
社
会
・
行
政
そ
し
て
地
域
を
結
ん
で

い
く
中
で
果
た
す
べ
き
役
割
を
教
え
て
頂
け

た
と
思
い
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
緻
密
で
戦

略
に
富
み
、
実
行
さ
れ
て
、 
見
せ
る
こ
と
の
イ

ン
パ
ク
ト
、
発
信
を
実
際
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
は
素
晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
造
る
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

企
画
編
集
担
当  

L 

赤
尾
嘉
晃

2010 年の研修の内容は、初対面のメンバーと名刺交換
をせず、いきなりニックネ ームで呼び合い、肩書なし
でお互いを知るための話を聴く話術 ( 傾聴 ) と、テーマ 
に則した議論を短時間で行うために、少しばかり中心
を外した意見を整理する方法としてパーキングロット
を設けて違和感のないハンドリングをするファシリ
テ ーターとしての基本的なスキルを得るものでした。
その約2週間後に全国からの若手ライオンを迎えての
ライオンズ全国アクティビティ研修会でこの受講者は
各テーブルのファシリテーターを無事務めました。
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薬物乱用防止教室について

薬物乱用防止委員会 委員長 L 鎌田忠詞
東京田無 LC

コロナ禍にあって、地元の西東京市立栄小学校の校長先生と、恒例の「薬物
乱用防止教室」 の開催について何度も協議を重ね、今回は手紙とリーフレッ
トを活用した自宅学習を提案した。 子どもたちからは、会えなくて残念だと
温かいお礼状を頂いた。 早く、子どもたちと対面で話を聞きながら教室を再
開できることを願いたい。

2021 年 2月 24 日

全日本学童軟式野球西東京市連盟春季大会への支援

会長 L 髙橋雅人
東京田無 LC

コロナ禍で、調整を重ねられた西東京市軟式野球連盟の春季大会が、
3/27~4/18 の日程で開催された。 人数制限付きで、当クラブより 3 名が、開
会式に列席し始球式を務めさせて頂いた。 青少年育成のための支援として、
支援金を贈呈し、未来を担う子どもたちの健やかな成長への一助とさせて頂
いた。

2021 年 3月 27 日

非行防止教室DVD贈呈

青少年育成委員会委員長 L 川越信行
東京町田クレイン LC

令和3年3月30日火曜日午後1時より、町田市教育委員会教育長室において非
行防止教室DVDを贈呈した。 当日、町田市からは、町田市教育委員会 坂本修
一教育長、北澤英明 学校教育部長が、 東京町田クレインLCからは会長L坂本
和夫、12R RCP L志村容一、幹事 L樋口昇、青少年育成委員会委員長 L川越
信行、同副委員長 L森本せいやが出席し、坂本会長から坂本教育長に町田市
内の中学校 20校分 ( 生徒 10,340 名、教員 611 名 ) の DVDを手渡しをした。

2021 年 3月 30 日

フードバンク ( 鶴川地区協議会 ) 支援事業

12RRCP L志村容一
東京町田クレイン LC

4月1日、非常用乾パン 300食・備蓄 de ボローニャ 288缶を届けた。 この非
常食は 23 区内の行政で備蓄されていたもので、賞味期限切れ前に入れ替え
の為、放出された物の一部です。 また、4月23日には三浦半島産の取れたて
キャベツ60個を贈呈させて頂いた。 このキャベツは仕事で三浦半島に行った
際に地元農家の方とのやり取りの中で、子ども食堂やフードバンクのお話を
したところ、是非活用して欲しいと頂いたものです。

2021 年 4月 1日

クラブアクティビティ 奉仕活動の原点であるクラブアクティビティをご紹介します。
魅力あるこれらのクラブアクティビティは我々ライオンズメンバーの誇りです。

https://330a.jp/club/20210407-2.html

https://330a.jp/club/20210407-3.html

https://330a.jp/club/20210407-1.html

https://330a.jp/club/20210507.html
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あじさい剪定作業アクティビティ

元会長 L浅野美知郎
東京西東京 LC

当クラブは2009年4月に西東京市の「谷戸せせらぎ公園」にあじさいの苗木
300本の植樹を行った。 植樹から12年が経ち、あじさいの背丈が高いものは
1m50cm位に成長したため、今般4月4日 (日) にその剪定作業を行った。 
当日は 2月に新たに市長に就任された池澤隆史西東京市長様と当クラブの賛
助会員でもある衆議院議員・松本洋平先生も参加され、午前 9時から作業を
開始して予定通り約 2時間が経過した、11時には無事作業が終了した。

2021年4月4日

献血奉仕活動 in 多摩センター

広報委員長 L伊藤雅行
東京稲城多摩 LC

東京都の「まん延防止等重点措置」発令前の10日に多摩センターにてアクティ
ビティ! なんと!!! 日赤のアプリが登場、献血カードを登録すると個人の過去
の情報から、次の献血の案内もメールで、さらに予約の登録もできて待たず
に献血予約の人が優先のため、効率よく採血も順調で結果も良好であった。

2021年4月10日

子ども食堂食料支援

12RRCP L志村容一
東京町田クレイン LC

新緑芽吹く頃は露地野菜の替わる時期に当たるらしく、地元農家の方から「こ
の季節は子ども食堂では野菜の提供が少なくて困っている」と伺った。 そこ
で、鶴川台教会子ども食堂 (レッツごはん) 様へ三浦半島産キャベツを 50 個
贈呈させて頂いた。

2021年4月12日

熊本地震 復興支援募金活動を行いました。

会長 L 硯川俊浩
東京江戸川南 LC

2021年4月15日 (木)、新型コロナウイルス感染防止措置を講じた上、西葛
西駅前ロータリー広場におきまして【熊本地震 復興支援募金活動】を行った。 
熊本地震から 5 年が経ち、東京ではマスコミの報道も少ない中、¥364,821
という多くの募金をお預かりした。 西葛西駅をご利用され御協力いただいた
皆様の温かい心に感謝の気持ちでいっぱいです。 ありがとうございました。

2021年4月15日

https://330a.jp/club/20210415.html

https://330a.jp/club/20210414.html

https://330a.jp/club/20210412.html

https://330a.jp/club/20210418.html
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東京けやき LC支部花みずき結成式

幹事 L 泉孝之
東京けやき LC支部花みずき

2021年 4 月 15日木曜日に東京けやきLC支部花みずきの結成式が行われた。 
当日はコロナ禍の中での結成式という事もあり参加人数を絞り、祝宴は中止、
消毒の徹底など感染防止に配慮をして時間も短縮し1時間の中で行った。 
支部花みずきのメンバーは 7 名ですが薬物乱用防止教室のスペシャリスト、
紙切り芸人、 盲目のシンガーソングライターなど特徴的なキャラクターのメ
ンバーで結成された。 これからの活動が楽しみです。

2021年4月15日

東京シティライオンズクラブの森 環境保全

会長 L 水野秀一
東京シティ LC

本年度第5回目となる東京シティライオンズクラブの森 環境保全アクティビ
ティを行った。 今回は竹藪刈りで予想以上に手間がかかり大変でしたが、先
日電動草刈機取り扱い講習を受講したメンバーが早速電動機を導入し、下草
刈りの方はとても捗った。 前回、前々回に下草刈りしたエリアから希少種の
キンランなどが顔を出すようになり、森の再生を実感できるようになってき
た。 筋肉痛を伴うきついアクティビティですが、小さな森の変化に確かな手
応えを感じ嬉しい限りです。

2021年4月18日

あきる野市秋川クリーンナップ

L 油木由理
東京マリア LC

毎月開催の秋川リバークリンナップ、今回は L 宮入、L 田中、L 武田 3 名で
参加した。 小さなお子さんも含め、20名ほどで晴天のなか気持ちよく活動が
できた。 毎回クリーン活動をしていますが、今回もたくさんのゴミが回収で
きた。 この活動を通して、ゴミを拾うだけでなく社会の課題を発見する目を
養うことが出来るようになりたい。

2021年4月18日

JR 青梅線沿道の清掃活動

社会奉仕委員会 委員長 L 関 飛雄一
東京昭島 LC

東京昭島ライオンズクラブでは2021年4 月18日(日)14 時より2 時間半の間、JR
東中神駅から昭島駅まで約2.4kmのJR青梅線南側沿道の清掃活動を実施した。今
年入会したばかりの新入会員、メンバーのお子様、入会予定者など総勢8人が参加
した。 空き缶、タバコの吸い殻、食べ物のパッケージや容器など 8 袋分のゴミを回
収することが出来た。通りすがりの年配女性から「今時、珍しいわね。どこの団
体なの?」と尋ねられたので「ライオンズクラブという奉仕活動団体です」と答えた。

2021年4月18日

https://330a.jp/club/20210512.html

https://330a.jp/club/20210419.html

https://330a.jp/club/20210421.html

https://330a.jp/club/210427.html
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ミャンマーの子ども達を支援する為の街頭募金活動を行いました

東京神宮 LC・東京ミャンマーCHIN LC

4月24日、25日、表参道交差点にてミャンマーの子ども達を支援する為の街
頭募金活動を行い、募金総額 499,385 円 と多額の募金を頂ける事が出来た。 
コロナ禍の中、規模を縮小しての開催となったが、募金にご協力頂いた皆さま、
また、 募金活動にご協力頂いた皆さま、誠に有難う御座いました。 集まりま
した募金は、ミャンマーの子ども達を支援するために活用させて頂きます。

2021年4月24日、25日

第 18回東京都障害者ダンス大会ドレミファダンスコンサート♪YouTube

L 左近聖子
東京表参道 LC

あらゆる障害をもつ方、ご家族、施設の方に自由に心から楽しんでいただけ
る音楽とダンスのフェスティバル「東京都障害者ダンス大会ドレミファダン
スコンサート♪」を 4月 25日(日 )YouTubeライブ配信で開催致します。い
つもあたたかく見守り力強くサポートしてくださるライオンズクラブ330-aの
皆様のご理解ご協力を得て今日まで来られたことを、本当に感謝致します。

2021年4月25日

献血お手伝い

会長 L 石山健一
東京調布 LC

4月30日 調布駅前にて献血お手伝いアクティビティを行った。 コロナ禍で毎
年恒例のアクティビティがあまりできない中、何かできる事はないかとアク
ティビティ委員会が中心になって検討し発案された事のひとつだ。 労力奉仕
メンバーは14名。 採血にご協力頂きました65名の皆様、有難う御座いました。 
次回 5 月 18 日には例会振替で活動予定です。 是非 調布駅前の献血ブースに
お立ち寄りください。

2021年4月30日

本日（5月18日) 献血活動中

会長 L 石山健一
東京調布 LC

本日（5月18日) 調布駅前で献血活動を行っている。 受付は17:00まで行って
いるので、是非お立ち寄りください。 ご協力者へのささやかな御礼として、
クラブから神戸ドーナツ詰合せを用意している。

2021年5月18日

https://330a.jp/club/20210424.html

https://330a.jp/club/20210501.html

https://330a.jp/club/20210518.html

https://330a.jp/club/20210505-2.html
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ご意見伺い隊一年間の軌跡

それぞれの想いで活動したコロナ禍の 1 年間
L
藤
田
紘
子  

本
日
は
お
時
間
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。ご
意
見
伺
い
隊（
以
下
、伺
い
隊
）の
皆
様
の
活
動
を
一
年
間

や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
色
々
な
所
感
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。ま
ず

は
一
年
間
の
し
め
括
り
と
し
て
皆
様
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
昭
島 

L
関  

は
い
、今
回
伺
い
隊
に
入
隊
し
た
の
は
、1
4
R 

2
Z
の
ク
ラ
ブ
を
全
て
廻
り
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
す 

が
、コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、一
部
回
れ
な
か
っ
た
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
こ
と
が

残
念
で
し
た
。伺
っ
た
中
で
、印
象
的
だ
っ
た
の
は
今
ま
で「
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
好
き
だ
」と
あ
ま
り
言
葉
に
出
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
が
、

今
回
コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
出
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
こ
で
改
め
て
、「
私
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
好
き
だ
」と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

東
京
三
鷹
 

 

L
林   
私
が
入
隊
し
た
き
っ
か
け
は
、訪
問
先
の
ク
ラ
ブ

で
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い
に
な
り
た
い
な
と
い
う
こ
と
で
入
隊
い
た

し
ま
し
た
。沖
縄
の
宮
古
島
の
方
に
伺
っ
た
際
に
は
、活
発
な
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
現
場
の
熱
意
に
、と
て
も
感
化
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
自

ク
ラ
ブ
に
そ
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
で
き
ま
せ
ん
か
?
と
い
う
提

案
が
で
き
た
こ
と
が
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。年
度
を
超
え
て
継
続
し

て
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、若
い
ラ
イ
オ
ン
た
ち
も
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
け
や
き 

支
部
は
な
み
ず
き 

L
泉 

私
は
仕
事
の
関
係
で
、北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
様
々
な
場
所
を
訪
れ
た
中
で
、知
り
合
っ
た
方
々

の
話
を
聞
い
た
ら
実
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
り
、台
湾
の

夜
市
を
訪
れ
た
際
に
も
、現
地
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
た
り
、ラ
イ
オ
ン
ズ
と
い
う
言
葉
で
、い
ろ
ん
な
人
と
仲

良
く
な
っ
た
経
験
が
あ
り
、東
京
も
約
二
百
ク
ラ
ブ
あ
る
の
で
、ぜ
ひ

い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
に
行
き
仲
良
く
な
り
た
い
な
と
思
っ
て
入
隊
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。知
ら
な
い
ク
ラ
ブ
に
訪
問
し
た
際
に
例
会
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
対
し
て
新
鮮
な
驚
き
も
あ
り
、そ
う
し
た
体
験
を
自

ク
ラ
ブ
に
持
っ
て
帰
っ
て
、ど
ん
ど
ん
自
ク
ラ
ブ
を
良
く
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
新
都
心 

L
藤
本 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
っ
て
民
主
主
義
の
仕
組

み
を
わ
か
り
や
す
く
例
え
ば
商
店
街
の
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
教
え
よ

う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
。だ
か
ら
、若
者
が
ど
ん

ど
ん
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
活
動
し
や

す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
ご
意
見
伺
い

隊
の
役
割
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
渋
谷 

L
北
岡 

今
期
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、全
九
ク
ラ
ブ
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。同
じ
東
京
で
も
、地
域
に
よ
っ
て
例
会
の
運

営
の
や
り
方
が
違
っ
て
い
て
、皆
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ル

ー
ル
に
則
り
例
会
が
き
ち
っ
と
行
わ
れ
て
い
る
ん

で
す
が
、入
会
式
の
方
法
も
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
全

然
違
っ
て
い
て
こ
れ
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。そ
れ
で
も
、全
て
の
ク
ラ
ブ
で
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

か
ら
の
発
信
文
章
を
き
ち
っ
と
伝
え
て
い
る
こ

と
を
目
に
し
安
心
し
ま
し
た
が
、発
信
内
容
へ
の

受
け
止
め
方
が
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
様
々
で
、こ
れ

は
東
京
の
二
百
ク
ラ
ブ
皆
に
同
じ
よ
う
に
情
報

が
伝
わ
る
と
い
う
と
こ
ろ
の
課
題
が
あ
る
の
だ

な
ぁ
と
如
実
に
感
じ
ま
し
た
。

東
京
田
無 

L
伊
藤 

ご
意
見
伺
い
隊
と
は
、進
藤 

G
が
地
域
の
活
性
化
と
い
う
か
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
を
回
っ
て
意
見
を
吸
い
上
げ
る
た
め
に
作
っ
た

ん
で
す
ね
。本
来
は
自
分
の
自
ク
ラ
ブ
の
近
く
で

な
く
て
、ラ
ン
ダ
ム
に
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た

ん
で
す
け
ど
、自
分
的
に
も
所
属
す
る
13
R
の
意

見
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
上
げ
た
い
な
と
い
う
思
い

は
す
ご
い
あ
り
ま
し
た
。新
入
会
員
の
入
会
式
の

や
り
方
も
ほ
ん
と
に
各
ク
ラ
ブ
で
違
う
ん
で
す
ね
。

色
々
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
て
、自
分
た
ち
が
楽
し
む

例
会
運
営
の
工
夫
が
印
象
的
で
、い
ず
れ
は
自
分

の
ク
ラ
ブ
に
も
取
り
入
れ
て
行
き
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

L
藤
田 

進
藤
G
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

進
藤
G 

今
年
度
の
ご
意
見
伺
い
隊
の
活
動
と
し

て
は
、今
の
時
点（
五
月
十
六
日
）で
ご
意
見
伺
い

隊
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、実
際
行
っ
た
ク
ラ
ブ
の
課

題
だ
け
抽
出
し
た
も
の
を
も
う
一
度
内
部
で
出

し
直
し
て
皆
で
突
き
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
の
を

こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

L
藤
田 

現
時
点
で
上
が
っ
て
い
る
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
、少
し
教
え
て
く
だ
さ
い

進
藤
G 

現
時
点
で
、こ
こ
に
い
な
い
伺
い
隊
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
具
体
的
に
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
し

て
は
、例
え
ば
、な
ぜ
ガ
バ
ナ
ー
に
だ
け 

L 

を
つ

け
な
い
の
か
、と
か
、法
人
化
に
対
す
る
意
見
や
、

ク
ラ
ブ
の
合
同
事
務
局
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務

局
を
一つ
に
し
た
方
が
い
い
の
で
は
と
か
も
っ
と

ク
ラ
ブ
合
併
を
進
め
た
方
が
い
い
の
で
は
、と
か

Z
O
O
M
が
年
長
者
に
馴
染
ま
な
い
か
ら
文
章

に
戻
せ
な
い
か
と
か
、い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
き

て
い
て
、そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
を
H
P
に
出
す

と
か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

最
も
多
か
っ
た
意
見
は
法
人
化
へ
の

疑
問
、そ
し
て
.
.
. 

L
藤
田  

進
藤
G
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
つ
目
の
質
問
と
し
て
こ
れ
が
最
後
の
質
問（
笑
）

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、先
ほ
ど
お
伺
い
し
た

こ
と
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
、皆
さ
ん
が
ご
意
見
を
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い

く
中
で
、こ
ん
な
意
見
を
聞
い
て
、そ
れ
を
ご
意

見
伺
い
隊
で
共
有
し
た
り
さ
れ
た
か
、共
有
し
た

い
な
と
思
わ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

L
関 

各
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
た
際
の
質
問
で
一
番

多
か
っ
た
の
は
、法
人
化
の
疑
問
で
し
た
。そ
れ
に

つ
い
て
は
、進
藤
G
が
御
同
行
い
た
だ
い
た
際
に

は
、十
分
な
説
明
が
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

L
林 

僕
の
場
合
は
、伺
っ
た
際
に
意
見
と
い
う
か
、

ク
ラ
ブ
の
課
題
に
対
し
て
色
々
語
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、別
の
ス
ペ
シ
ャ
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ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
は
大
学
の
ク
ラ
ブ
が
、特
定
の

リ
ジ
ョ
ン
に
固
ま
っ
て
い
る
の
は
嫌
だ
と
い
う
意

見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

L
泉 
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

に
長
年
支
援
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、長
年
や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
悩
み
が
出

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、と
て
も
興

味
を
持
ち
ま
し 

た
。当
初
、現
地
の
子
供
た
ち
の

勉
学
環
境
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

始
ま
っ
た
支
援
活
動 

が
、支
援
し
て
い
た
子
供
達

が
就
職
活
動
期
に
な
り
、彼
ら
の
就
職
活
動
を

ど
う
や
っ
て
支
援
す
る
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。そ
う
い
う
悩
み
は
3
3
0-

A
全
体
で

共
有
し
た
方
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

そ
こ
で
意
見
を
議
論
で
き
た
ら
も
っ
と
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

L
藤
本 

私
が
、印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
で
貯
め
て
き

た
お
金
を
使
っ
て
、年
会
費
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
ク

ラ
ブ
が
あ
っ
た
こ
と
。こ
こ
で
使
わ
な
く
て
ど
こ

で
使
う
ん
だ
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
で
し

た
。他
ク
ラ
ブ
か
ら
ど
う
見
ら
れ
る
か
と
い
う
よ

り
、自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
の
が
大

事
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

か
た
や
自
分
た
ち
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
積
極
的

に
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
ア
ピ
ー
ル
を
や
ら
れ
て
い

た
ク
ラ
ブ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
の
や
り
方

も
、実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、興
味
深
か
っ

た
で
す
。

L
北
岡 

一
番
多
か
っ
た
質
問
は
法
人
化
に
つ
い
て

で
し
た
。進
藤
G
が
き
ち
っ
と
お
答
え
い
た
だ
い

た
際
は
、質
問
者
も
ご
納
得
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

あ
と
、ラ
イ
オ
ン
誌
に
つ
い
て
、全
国
版
は
自
分
た

ち
に
は
馴
染
み
が
薄
い
け
れ
ど
、地
区
ニ
ュ
ー
ス

は
身
近
な
の
で
読
ん
で
い
て
面
白
い
と
。ま
た
ラ

イ
オ
ン
誌
は
そ
の
経
費
の
方
が
気
に
な
り
ま
す

と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ガ
バ
ナ
ー

ズ
ア
ワ
ー
ド
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
も
、お
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
に
つ
い
て
、配
布
さ
れ
る
資
料
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
多
す
ぎ
る
と
の
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た 

Z
O
O
M
会
議
に
な
っ
た
場
合
の
資
料
の
配
布

の
仕
方
に
つ
い
て
も
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
質
問
や
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
と
自

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
つ
な
が
り
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
質
問
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
う
い
っ
た
ご
意
見

を
伺
う
こ
と
で
、も
っ
と
丁
寧
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
役
割
や
、各
ク
ラ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ぁ
と

感
じ
た
次
第
で
す
。

L
伊
藤 
私
も
イ
ベ
ン
ト
系
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

お
い
て
、回
を
重
ね
る
に
つ
れ
最
初
の
イ
メ
ー
ジ

と
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
課
題
が
出
て
く
る
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
方
で
長
く

続
け
て
い
る
と
や
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き

て
、目
的
が
い
つ
の
間
に
か
も
の
を
売
っ
て
利
益

を
生
む
た
め
の
手
段
み
た
い
に
な
っ
て
き
て
、主

催
ク
ラ
ブ
内
で
も「
や
め
た
く
な
っ
て
き
た
」と
い

う
意
見
も
伺
っ
て
、自
分
的
に
は
、イ
ベ
ン
ト
系
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
あ
る
程
度
、時
限
を
つ
け
る

べ
き
な
の
で
は
と
い
う
意
見
を
持
ち
ま
し
た
。同

じ
ス
タ
ン
ス
で
続
け
る
に
は
、ク
ラ
ブ
も
常
に
変

わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
側
面
も
あ
る
ん

だ
な
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

L
藤
田 

最
後
に
進
藤
G
に
お
伺
い
し
ま
す
。気

づ
き
を
生
か
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
来
期
の
継
続
活
動
の
中
で
進
め
て
い
か
れ
る

と
伺
い
ま
し
た
が
、そ
の
辺
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

進
藤
G 

今
季
の
ご
意
見
伺
い
隊
で
吸
い
上
げ
た
、

例
え
ば
ガ
バ
ナ
ー
に 

L 

を
つ
け
な
い
の
は
な
ぜ

か
、み
た
い
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
文
化
に
対
す

る
素
朴
な
疑
問
な
ん
か
も
、興
味
深
い
と
思
っ
た

ん
で
す
。逆
に
ク
ラ
ブ
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
ご
意
見
伺
い
隊
が
ど
う
い
う
風
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
の
か
、と
い
う
課
題
も
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の
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L
藤
田 

本
日
は
、お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
貴
重
な

お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

法人化についてのご意見
■法人化の件について、メリットとデメリットを説明して欲しい。
■法人化により、経費が削減できるという説明は本当ではない。この説明はやめた方が良いのでは?
■法人への入会の割合はどれぐらいか?
■法人化についてキャビネットでは、法人化された法人へ社員登録していないクラブが、たくさん存在する。その申請を忘れていないか?と促し
　ているが、忘れているのではなく、社員登録したくないだけであることを伝えておきたい。ライオンズククラブという奉仕団の主権はあくまでも
　各クラブにあり、法人化することによって、クラブの運営費の負担が増加することが予想され、そうなると、各クラブの奉仕活動の費用を削減
　せざるを得なくなる。それは、絶対に避けたい。
■主権在クラブであることが原則で、自クラブだけでなんとかできないクラブの場合は、しょうがないかもしれないが、自クラブできちんとやって
　いけるクラブは経費を法人化になったがためにキャビネットに対しての費用負担のため、削られるのは、甚だ遺憾に思う。少しでも奉仕活動
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　の費用に使いたい、という意思があるから、社員として申請登録しないのだから、忘れているのではなく「イヤダ!!」という意思表示であること
　をわかっていてほしい。
■法人化について⇒法人化で増えたお金は、もともと我々のもの?:出資金を各クラブに返還する、という条件で、一気に法人化への道が進んで
　いった。しかし、元をただせば、このお金は我々のもので、我々が使うのが当然である。証書が無いと、クラブに返さない、と言われたがそれは
　間違い。法人化への導きをしている2名の動きを止めないと私物化されてしまう懸念がある。(繰り返して言われたが)今の法人化の元のお金
　は我々が出したものなのだから。そこを取り違えてもらっては困る。
■預託金はどうなっているか?
■支援会は解散となるのか?
■年次大会、株主総会の会計年度が異なると混乱を招くのではないか?
■法人の理事は1年交代、会計監査は2年交代ではおかしい。会計監査がクリアでなあるべき。
■キャビネットと法人がやっていることが異なると困る。
■330複合の他地区間で差があれば困るのでは?

キャビネット運営についてのご意見
■前期(伊賀期)は途中から何も活動していなかったように見えるが、進藤ガバナー期はどのような活動をするのか教えて頂きたい。
■委員会の数が昔に比べるとまだ多いと感じる。各クラブの活性化のためにも、もう少しスマートにした方が良いのではないか
■ペーパーレス化のために、キャビネットから配信される文書について、クラブからの返信を求める文書についてはPDF形式での配信に加えて
　Word形式でも同時に配信してはどうか。多くの方が使っている無料版のPDF閲覧ソフトでは入力ができない事が多く、Word形式で同時に
　配信する事によりペーパーレス化の推進に加えクラブの事務負担も軽くなるのでよいのではないか?
■手帳が少し大きいので、字も大きくて見やすい、高齢のメンバーでも見易い手帳になっています!
■総会の時の選挙の投票方法について、 前は、拍手で決めていたが、投票というやり方に変わったことは、 日本に合ったやり方と違うと思うの
　で良くない。 野鳥の会方式の目視カウントをやればよいのでは。 いっぽう、このような意見もあり。 
　- 規約で決まっているので、仕方がないこと。
　- わずか数票差で当落を左右した選挙あり。正確に数える必要がある
　- 投票の秘密を守るという点での利点もある
■リジョン編成ついて大学クラブは、独立したリジョンになってしまっているが、以前のようなリジョン構成のほうがよかった。同じライオンズクラ
　ブだけど、4R3Zということで、そうではないクラブから違うライオンズクラブのように見られていると感じる。
■メンバーの数が少ないのでキャビネットにはメンバーを出せない。名刺とアドレスブックに入札制度を取り入れたのはとても良いことだとおも
　われますが、名刺が薄すぎ。また、330ーAの住所録は、上等すぎて重いとのご指摘もありました。こちらのクラブには、サポーター会員がいて、
　年会費なし。国際会費なし。全てのアクティビティーをサポートしてくださるそうです。
■メンバーが少なくなりアクティビティなどが難しくなってきているので、リジョン・ゾーン内でクラブを合併統合できないか
■情報の共有化を広げてほしい。 国際協会のHPでは、奉仕活動として推進していくアイテ ムが明示されている。その情報が地区を通じて各ク
　ラブや個人に降りてこない。各クラブは、国際協会のHPへアクセスできる場合とそれができないクラブがある。眼鏡のリサイクルのことも、平
　和記念ポスターのことも、地区キャッビネットからこちら側にはおりてきていない。国際協会から各メンバーに直接1対1で情報を流す時代で
　あるのだから、キャビネットも国際協会からの情報をもっと地区内に流してほしい。
■キャビネットからの連絡文書がメールだと受け取りにくいので紙ベースに戻せないか。また、会議もZOOM等は年長者にはなじまない
■キャビネット会議について,コロナのせいでZoom会議になった。しょうがないとは思うが、2時間以上のZoom会議は疲労感がある。
　配布される資料のボリュームが多すぎる。印刷すると、大変な量になる。
■多摩地域から都心の六本木・銀座の会議には出席しづらい。出席できてもせめて八王子まで。
■法人化をきっかけにキャビネット事務局と合同事務局を統合できないか。 合同事務局を利用しているクラブが30クラブを切ってしまう中、合 
　同事務局の運営が難しくなった
■ガバナーズ・アワードの選考基準が不明である。わがクラブはたくさんのアクティビティをやった。とても頑張って奉仕活動をした。アワード申
　請の書類もたくさん書いて提出すること自体も大変だった。しかし、何も賞は得られなかった。受賞したクラブのアクティビティと比較しても、
　はるかにこちらが勝っていると思った。よく見ると、キャビネットに貢献度が深い(委員会の委員長が所属している)クラブの様だ。アワードを受
　賞するということは、クラブのキャビネットへの貢献度とかかわりがあるのか?そこが選考の基準なのか?と疑わざるを得ない。クラブとしては、



15

　キャビネットの中ではめだたないけど立派なことをしている、というクラブにはガバナーズ・アワードをあげないとダメだ。ガバナーズ・アワードの
　選考委員はだれなのか?今期、アクティビティコンペティションがあるが、その選考委員はだれなのか?基準がわからないと同じでは?
■アクティビティについては、アワードや賞を狙ってやっているわけではないから、ガバナーズアワード(コンペの賞も、、、)疑問がある。ガバナーズ
　アワードの決定は、仲間内のところが有利だったりしていないか?

GLTについてのご意見
■ZOOM主催者セミナーは、すぐに定員がいっぱいになってしまうため、もっと参加できるようにして欲しい。
■CQI委員会に作成いただいた、ライオンズクイズを例会のなかで勉強として利用させてもらってます。ありがとうございます。
■研修や会合や委員会の日程について、平日の昼間に開催さ れると参加しづらいメンバーもいるので日程を考慮してほしい
■Zoom会議でセミナー等行われているが、意見交換がしにくい。一方的に講師がしゃべるだけに近いスタイルになるので、1時間も2時間も持
　たない。途中で他所に行ったり聞かない状況になる人が多いのでは?
■セミナーの案内が来て、3役セミナーだのなんとかセミナーだの、出るように、と言われるけど、こっちはわざわざ新宿まで出向いてそれを聞く
　のは、誰の何の目的があるのか? (「じゃあ、こちらに来て説明するという場合はどうですか?」と問い掛けると「そんなことされても、まず興味が
　ない。自クラブは自クラブでやっていくので」と)
■10.28開催の指導力育成・CQI委員会主催「オリエンテーションセミナー」参加者は7名。内容もZOOMの環境も勉強できてとても良かった。
■ガバナーの名前を次第に記載する場合、「L」を付けないのは何故か。ガバナーにも呼称「L」を付けた方が良いのではないか。
■最近、ガバナーに「L」を付けないのはおかしい。これは今井ガバナー期にオセアニア会議に出席して外国のガバナーに付いていないのを見習
　ったようだが、もともと外国では「L」をつける習慣がないのでついていないだけだったのにそれが習慣化されている。
■ライオンズは皆平等。キャビネットの元ガバナー方のプロトコールが歴然と残っているのはおかしいのでは?1年交代で役職も交代するのだ
から。5周年のCNの際、来賓の紹介の役職名の長さにはいささか閉口した。
■ライオンズに入会して思ったことは、ライオンズ必携をもらったが生命保険の約款みたいで理解しづらいので、これだけ読んでおけば分かる
　というもの(最低限読めば分かるもの)を作って欲しい。
■用語が分かりづらい。(LCIF、GAT、GLT、G MT、GSTなど)
■用語集やマニュアルは地区のHPよりダウンロードできるようにして欲しい。
■GAT, GST,GLT,FWT,という言葉がよく理解できない。何ですか?それはどうしてそうしないといけないのですか?そのメリットは?
■ライオンズの仕組みがまだよくわからない。いろんなことを教えてほしい。・LCIFとは?ここにある募金箱のキャンペーン100とはいったい何?

GMTについてのご意見
■人口が3万人と小さな町であり会員増強に苦慮している。 事業費や運営費の資金調達が難しい。
■クラブ会員数が増えない。
■会員数が約20人在籍していたクラブであったが9人まで激減した。 会員減少を補うためにも会員増強を図りたい。
■昔は商店街の会員も居たがライオンズクラブが嫌いな経営者が多い。 親から経営を引き継いだ2代目の経営者は親がライオンズクラブ活動
で大変だった姿を見てライオンズクラブを敬遠している方や経営に忙しくライオンズクラブ活動をしている余裕が無いと思われている方が多い。
■会員増強をしたいが自治体の現状に合った方法をキャビネットに教えて欲しい。
■メンバーが11名までと少なくなり、一時はクラブを閉めることも考えたが、あらたなメンバーを青年会議所メンバーから募り、口コミでどんど
　ん加入してもらった。いまや30名を越す規模になっているが、さらに今期40名まで増やしたいと、高い目標をもって会員増強に力を入れている。
■若い会員を集めるために年配会員とは別に支部を作りたい。
■支部創設や家族会員は本当に意味があるのか疑問。
■うちの支部は、支部という会費の安さを活かし入りやすさで、若いメンバーを獲得し、慣れた頃に親クラブに移籍をするケースが多い。レオ 
　クラブ的な役割を果たしている。 いっぽうそのような在り方は支部会にとってよくないと思う意見もあります。
■支部結成、強い指導力があれば進めることができる。と思っていたが、かなり前から根回しをしたり説明資料をつくったり、思ったようにはい
　かない。なんとか結成までもってこれた。330-Aの若いライオンにはいろんな決め事の仕方を覚えてほしい。

GSTについてのご意見
■新型コロナの影響でアクティビティが開催できない。
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■独自の活動として美容室などにヘアドネーションのポスターを広めていきたい。
■薬物乱用防止教室講師認定講座の開催場所を多摩地区(立川辺り)で実施頂きたい。
■毎年、三越劇場で「はーとふるはんど」をやっているが、今年は無観客でないと三越劇場を貸してもらえないと言われ、渋谷区文化総合セン
　ター大和田で「はーとふるはんど」をやることにした。
■防災について、これまでの実績と今後取り組みたい内容のパネルディスカッションをおこなったが、これまでの取り組みや実績の違いが出た
　のではないか。
■献血支援が目的で出来たクラブ。中古メガネ回収や児童養護施設の行事に参加している。
■CNが早く出来るアイディアを一緒に考えて欲しい。
■小児がんの子供たちを支援するために1つ500円のバッジを購入してもらいたい。
■災害支援の支援を考えるとき、被災地の情報が全国的にリアルタイムでわかるような災害掲示板をキャビネットで作ってくれるとありがたい。
　せっかくすみやかに募金活動してもその行き先を探すのが後手になったりする。
■小児がん患者を支援するため金バッジを買って欲しい。
■MyLCIにログインできない。
■MyLionを使用してアクティビティ報告を100%にしたいという目標があるが、会員全員にMyLionを普及するのは無理がある。

LCIF についてのご意見
■LCIF1000ドル献金があるが出せる人は出して、出せない人には配慮して欲しい。
■キャビネット会議等で献金していないクラブを大々的に公表しないで欲しい。
■LCIF等の献金より労力的な奉仕を重視して欲しい。 「奉仕=献金」ではない。
■LCIF100キャンペーンが1年延長して4年継続となった。これは、一旦、当初の予定通り、3年で区切って終わりにする、その後、コロナの関係
　で追加で1年延長でお願いします、とした方が分かりやすかった。すっきりしてよかった。

PRについてのご意見
■ライオンズクラブの知名度を上げて欲しい。
■ライオン誌は内容がつまらない。なじみのないクラブのことなので。その経費の方が気になる。地区ニュースは、読んでいて面白い。

コロナについてのご意見
■昨年度、キャビネットとして医療従事者にたいするアクティビティは行ったのでしょうか?コロナ禍こそ、われわれ奉仕団体は奉仕活動をすべきです。
■コロナ禍の中頑張って乗り越えてほしい
■コロナ禍に対するキャビネットの対応が遅い。欲しい時に欲しい物を支援してもらいたい。
■新型コロナウイルス感染症のためリアルな例会を実施できず悩まれているクラブもきっと多いのではないかと思う。進藤ガバナーには「感染
　防止に十分配慮したうえで、どのように例会を開催し、ライオンズクラブを盛り上げてゆくか検討し、各クラブに方向を指し示してほしい
■新型コロナウイルス感染症のため、様々な活動について制限を余儀なくされる中、進藤ガバナーは大変な苦労をなさっていると思う。進藤ガ
　バナー頑張ってください
■自粛ムードが緩和されてきたとしても、ライオンズクラブ及びメンバーはプライドとモラルをもち例会や集まりの開催については、感染者を出さ 
　ぬように常に高いレベルで 感染防止対策を行う必要がある。キャビネットは感染者を出さないように対策を徹底してほしい。
■新型コロナウイルスの影響により例会が開催できていない現状を知った。 多くの会員は母国(インド)に帰国してしまった。 時差が3時間半あ
　り、ZOOMを使用しても例会が開催できていない。 クラブ活動を再開するにはコロナの終息を待つしかない。
■例会場グランドパレスはコロナの影響で休業し、次の例会場のガンシップで例会をすることになっている。しかしメンバー一同に前向き(ガン
　シップ綺麗で、料理美味しいし、よかった)に受け止めています。
■チャーターナイトはまだ開催できない。コロナの現在、どのように開催すればよいか、悩んでいる。「東京とミャンマーをインターネットでつない
　だチャーターナイト開催はやりたくない、このやり方では、ミャンマーの現地でライオンズ活動の意義を理解してもらえないと思っている」とい
　う意見もあり、理想と現実の違いに悩んでいる。
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ライオンズのあり方についてのご意見
■ライオンズクラブが今後存続して行く為の新しい形を考えて欲しい。
■建築業界のメンバーが沢山いて、メンバー間で仕事を助け合っている。
■ライオンズクラブ内で、お仕事でのつながりを求めることを、表に出すのは、やや忌諱されている風潮を感じるのを改めてほしい
■全てのクラブに、幹事という要の役職がありますが、わが(大学系)ライオンズクラブでは幹事長と呼んでいますが、ライオンズ用語の和訳にあ
　たっても、批判精神を忘れない自由な学風をもっていることに誇りを持っています。
■ZCの任期が1年というのは、無理があると思う。広範囲が対象になるのだから、1年ではほとんど何もできない。ZCだけは3年任期というのは
　どうだろうか?と提案したい。
■国際大会の申し込みをする旅行社の参加提示金額が高すぎる。自分は旅行業者なので、当然利益を載せて企画するが、キャビネットで案内
　来る旅行社は、びっくりするほど高い値段になっている。おかしいんじゃないか?と思う。

伺い隊についてのご意見
■ガバナーやご意見伺い隊が親身になって話を聞いてくれて嬉しい。
■ご意見伺い隊の発想はとてもいい。隊員へ入隊希望勧誘。 隊員としてはとても勉強になる。
■伺い隊報告に出ていた、某クラブの意見のリジョン構成の話は、○ライオンのご意見ですね、私との議論でそういった意見が出たのだと思います。

他地区についてのご意見
■東京からたくさん観光にきてください!コロナは沖縄の方が陽性率高いですがライオンズの方でしたら大歓迎です。
■東京でのライオンズクエストの活動状況はどのような感じでしょうか?
■他地区だが、アワードについてのカウントの仕方がちがう。例えば、わが地区ではメディアに載せたらポイントが加算されて、ラジオなら1ポイン
　ト、テレビなら2ポイントetc.というように合算されてカウントされてアワードに反映されていくというように明確にされているポイント制となっている。

その他についてのご意見
■スマホの5Gが出たが身体や脳への影響が大きいので要注 意!(4Gの100倍危険)
■自由を掲げたライオンズクラブは中国のジェノサイドにどこまで干渉出来るのか?
■5G回線の普及に反対。ライオンズメンバーが5Gの危険について認識し、情報を発信するのが望ましい。欧州では5Gにより小児がん患者が
　増えているという報告があがっている

東京メディカル LCアクティビティ訪問報告書
2021年2月21日
https://330a.jp/home/20210525-1.html

東京葵ライオンズクラブ・支部魁 合同例会訪問報告
2021年3月11日
https://330a.jp/home/20210525-2.html

東京紀尾井町ライオンズクラブ 例会訪問報告
2021年3月16日
https://330a.jp/home/20210525-3.html

東京 2020LC例会訪問報告
2021年3月18日
https://330a.jp/home/20210525-4.html

東京昭島ライオンズクラブ 例会訪問報告
2021年 3月24日
https://330a.jp/home/20210525-5.html

2021年3月28日
https://330a.jp/home/20210525-6.html

東京レスキュー LC10 周年&東京零環 LC1周年合同例会訪問報告書

東京カレー LC結成会報告書
2021年4月4日
https://330a.jp/home/20210525-7.html

【座談会コメンテーター】
進藤義夫ガバナー　7R2Z東京けやきLC支部 花みずき L泉孝之　10R1Z東京渋谷LC L北岡知子　10R1Z東京渋谷LC L北岡知子　
12R1Z東京三鷹LC L林秀行　13R1Z東京昭島LC L関飛雄一　13R2Z東京田無LC L伊藤勝　ファシリテーター広報・IT・クラブサクセス委員会 L藤田紘子
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第 67回年次大会 代議員総会 速報。東京プリンスホテル

有資格者 574名 本日の登録 528名 年次大会、代議員総会速報。
第一号議案　68回年次大会開催地選定の件
第二号議案　20-21 年度上半期会計報告
第三号議案　19-20 年度会計報告
第四号議案　クラブ会費、一クラブ@2000 円/月 現在の任意団体ライオンズ
　　　　　　から一般社団法人へ支払いという付帯条件の提案があった。
第五号議案　21-22 年地区費、一クラブ@680 円 / 月

2021年4月17日

活動報告 緊急対策・アラート・復興支援委員会

令和3年（2021年)2月13日23時8分頃に、福島県沖でマグニチュード(M)7. 3(暫
定値 ) の地震が発生しました。福島県新地町・その他地域にて最大震度 6 強
~1を観測した。 現在コロナ禍の為、被災地での支援活動は困難であると考え、
災害支援団体 「震災がつなぐ全国ネットワーク」並び「認定 NPO 法人全国
災害ボランティア支援団体ネットワーク」の松山氏と連絡を取り、現地の状
況・支援物資の種類・数量並びに搬入場所・受け取り団体などの打ち合わせ
を行い、330-A 地区として災害支援団体への後方支援を行いました。

2021年4月10日

第 2回交流会 GLT青年アカデミー委員会

5月19日 (水)、第 2 回交流会を開催した。 1 部では助成金・補助金についての解説、 2部では新型コロナの感染経験者の経験談と、
新型コロナの現状について医療現場から、 年次大会でもご講演いただいた讃井先生から講話を頂いた。

2021年5月19日

キャビネット報告　委員会報告

https://330a.jp/cab/20210417.html

https://330a.jp/committee/210505-1.htmll

https://330a.jp/committee/20210526.html
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2020-2021 広報・IT・クラブサクセス委員会

長期戦のコロナ禍の中
でも、坂本委員長の元、
広報・IT・クラブサク
セス委員会でのこの 
一年間の活動を通し
て、とても大切な宝物
をいただいたと感じた

一年でした。地区ニュースの取材記事の編集
や、活動報告のHPアップ作業、委員会での率
直な意見交換の中で、330-Aの各クラブの皆さ
んのアクティビティにおけるお互いの学びや、
教訓、そして何よりライオンズクラブを通し
たアクティビティの共感をいかに大切に思っ
ているか、またそこにある信頼と後輩を思い
やる先輩の優しさに触れることができ、ライ
オンズクラブがライフワークで本当によかっ
たと改めて感じることができました。来期は
キャビネットの皆さんとより 一層一蓮托生と
なり、330-Aの皆さんの活動や、課題を共有し
共に解決するお手伝いの傍に、貢献できるよ
う新たにデジタル推進・広報室として、330-A
の皆さんとご一緒できれば幸いです。今年一
年間、本当にありがとうございました。

副委員長　L 小野健志

本委員会の担う役割の重要さを改めて実感した 
2 期目となり、今期も熱意ある素敵なメンバー
の皆様と活動できたことを誇りに思います。地
区ニュースの作成に携わり、特集 記事の構成、
インタビューの進行、ファシリテーターの役割
など、大変勉強になりました。また、様々なク

ラブの工夫を凝らした活動や、キャビネット運営の” 新しいカタチ への挑戦”
を垣間見ることができました。貴重な機会を与えて下さった坂本委員長はじ 
め、委員会の皆様に心より感謝申し上げます。
写真は無観客で開催した第 18 回ドレミファダンスコンサートです。このコ
ロナ禍でライブ配信を三度挑戦しました。今までのような直接的な触れ合い
がないのは寂しいものでしたが、制約の中で、ライブ配信という新たな手段
を得ることができました。 これからも LCの知恵と奉仕の精神をもって、よ
り多くの方々に喜んでもらえるアクティビティを開催していきましょう。

副委員長　L 細田未央

一年を振り返ってコロナ禍で生活様式が変わり、今ま
で存在していた市場が消滅したり、今までのやり方が
通用しなくなっ たりすることが日常となっています。
同様に奉仕活動も存在意義が消滅したり、やり方が通
用しなくなったりということが頻繁に起こっています。
各クラブやキャビネットの活動情報に留まらず奉仕を受ける 側からの意
見も集まってくる当委員会の役割は今後ますます大きくなってくると思い
ます。そして、それ らを集約、発信する従来の活動に加えて、将来的に
は世界の奉仕活動の新たな動きを発信していく、或いは新たな広報の仕組
みを作っていくといった今までにない役割も予想され、委員会メンバーの
今後の活躍は本当に楽しみです。そして、今期このような素晴らしい委員
会のメンバーに加えて頂いたことに改めて感謝申し上げます。

副委員長　L 桂太郎

ちょうど一年前のスケ
ジュールを改めて見て
みると、予定が入って
いた業務はことごとく 
キャンセルになり、途
方に暮れていたことを
思い出します。そんな
中で、2020-2021 広報・ IT・クラブサクセス
委員会へ出向して、ライオンズ新年度が始ま
りました。コロナ禍だからといって止めるこ
とは出来ない「広報活動」という重責を担っ
ている委員会ですが、坂本委員長をはじめ委
員が協力し合い、内外への発信を続ける事が
出来たのだと思います。そんな中、私自身は
業務との兼ね合いであまり活動に参加をする
ことが出来ませんでしたが、たまに顔を出す
委員会では暖かく迎え入れていただいた委員
皆さま、330-A 地区へ深く感謝申し上げます。
一年間、誠にありがとうございました。

副委員長　L 石田賢

今期広報を担当させていただきました、L 藤田です。 「ご意見
伺い隊」「東京都献血センター」のインタビューを担当させて
いただきました。委員会に入って初めて、地区ニュースがど
う出来ているのかを知りました。 委員会のメンバーが自分た
ちでインタビュー、撮影、文字起こし、編集、構成、まで全て行っ

ているんだ ! ということに驚きました。自分でインタビューをやってみて初め
て気づいたことは 「最後記事になることを考えて質問を考えないといけない」
とか、 インタビュー中も「もっと詳しく情報をもらわないと、記事を読んだ人
に伝わらない」という考え方で動いている、ということです。 委員会活動を通
してたくさんのことを学ばせていただきました。インタビューさせて頂いたみ
なさま、ありがとうございました。 そして、坂本委員長をはじめ、委員会のみ
なさま、1年間とても楽しかったです。 本当にありがとうございました。

L 藤田紘子

 1年を振り返って
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坂本委員長とこの委員会では何
度もご一緒になることがあり、
毎回仕事ぶりが率先してな んで
もこなしてしまう印象が強く今
回もさらにフル活動していた印
象でした。今期はコロ ナ禍での
委員会活動で、大会や集会など
大きな行事の規模を縮小したりしての開催など先 行きどの
ようになるのか、心配していましたが、この時期だからこ
そ活躍の場もあり、さら なる工夫と IT をこなしてクラブ
全体への伝達法を研究した一年になったように感じまし 
た。ここで学んだことは今後自クラブで活かせるところは
活かしていきたいと思っております。とても勉強になった
楽しい委員会で、委員会の皆様 1 年間本当にありがとうご
ざいました。

L 赤川緋沙子

委員会の皆様、今期も楽しく活動させて頂き有難うございました。 2020 年初から世界中で猛威を振るった武
漢ウイルスですが我が国にもやっとワクチン接種が始まり収束に向かいつつあります。 しかしこの度の三度に
亘る緊急事態宣言では失われた物があまりにも大きいと感じざるを得ません。 巷間、コロナ禍と言われており
ますが私はコロナ騒ぎ禍と思っています。 以下は昨年のアクティビティ取材の時に感じたことです。 LC は奉仕
団体であるため万人が反対しない活動しか出来ないのは百も承知ですがこの度のコロナ騒 ぎ禍において政府・
行政からの飲食業界のみを狙い撃ちにした自粛要請について会員の飲食関係企業 へテイクアウトの支援以外に
はさしたる援助の手を差し伸べていないことが残念でなりません。 クラブの性格上、仕方有りませんがこのコ
ロナ騒ぎ禍で 330A 地区として都知事や行政に対して 飲食業界を狙い撃ちにした自粛要請をしないよう提言
を行なって欲しかったと思いました。 奉仕団体以外に「もの言う団体」としての一面も有ってもいいのでは。 
「We Serve」を旗印に一生懸命に活動している飲食関係の人が廃業したのではシャレになりません。
日本の食文化を守り隊 茂岡

L茂岡幹弥

1 年の振り返り本年度初めて 
MCIT 委員として参加させて頂
きましたこと、坂本委員長をは
じめとして、 まずは全ての委員
の皆様に感謝申し上げます。委
員会の中で IT リニューアルを中

心とした 役割でしたが、全体的にリニューアルができた事
が沢山あったにも関わらず、なかなか進 めることができず
恐縮な気持ちです。役割を改めて認識しながら率先して取り
組んでいけ るように精進したいと思っております。また、
早稲田大学出身のメンバーで構成される 「東京稲門ライオン
ズクラブ」を昨年度立ち上げ、幹事として体制構築に翻弄さ
れながら も、ようやくオンラインアクティビティ ( オンラ
インセミナー ) を開催できるまでになり ました。 20 代～70 
代まで幅広い世代が参加している LC で、新しいカタチを
作っていきたいと思うのと同時に、最後の 1 日まで委員会
に貢献したいと思っております。1 年間本 当にありがとう
ございました !!

L 石橋卓磨

今期は終始コロナウイルスの
感染拡大という未曽有の事態
に陥り、前期に引き続き非常
に大きな変化があった 1 年
となりました。
緊急事態宣言の発令や外出自
粛要請、営業自粛要請を受け、

みなさんの生活にも変化が訪れたと思います。
“3 密の回避” や “ソーシャルディスタンスの確保” など、ラ
イオンズクラブとしても「ニューノーマル」が加わる年でした。
その中でもリモートでのキャビネット会議は成功を収めキャ
ビネット運営での大きな力となりました。
まだ収まる気配はなく仕方なく with コロナを継続することに
なりますがライオンズ活動も with コロナで地域社会を先導し
ていけたら良いですね。

L新井大介

一年間、ありがとうございました。 
何もお手伝いできぬまま、ただただ
勉強させて頂いたようで大変心苦し
いですが私自身は楽 しく関わらせて
いただきました。 ライオンズを内外
に発信していくための地区ニュース
の発行からアクティビティや会議の

取 材など、今までてっきり業者に委託されているのかと
思っていたことが全て委員の方々の自 主性によって行われ
ておりその熱意に驚くばかりでした。 個々の奉仕の心がラ
イオンズを支えていることを深く感じることができました。 

L 千葉 信一郎



ポリティカル・コレクトネス糾弾 ( 森元首相追放、オリンピック演出家粛清 ) がグロ ーバルスタンダードにむかえば、
日本文化は破壊され、言論の自由は封殺され、平和と自由を守る民主主義の社会奉仕は葬られると感じてしまう 1 年でした 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  アドバイザー L 吉岡 晋

ライオンズ 2.5 年目、マーケティング・コミュニケーション委員 2 年目としてコロナ禍 1 年目に関わらせて
頂きました。ライオンズについてまだまだ知らない事も多く、今期は書き起こしと「読者目線の広報とは」
から先輩ライオンに多々学ばせて頂きました。大きな舵取りはお任せしつつ、若手かつ入会歴の浅いデジタ
ルネイティブ世代ならではの目線で、適材適所でお役に立てるよう来期も精進致します。

L 三代勝之

1 年を振り返って 
ゴールデンウイーク
に日本一の落差の「称
名滝」と、幻の滝と
言われる「ハンノキ
滝」を見てきました。
まだ残雪もあり、そ
びえたつ断崖、そし
て轟音に圧倒され、
こうべを垂 れて目を
閉じてしまいました。

自然とともに生活してきた日本人は、地震や台風
など災害にしなやかに対応して苦難を乗り越え、
暮らしを豊かにしてきました。今、蔓延している 
COVID-19 についても、一人一人が知恵を絞り行
動していけば心豊かな生活を取り戻せる可能性が
十分にあると思います。
さて、この一年、坂本委員長の下、新型コロナに
立ち向かい特にリモート会議設営や動画の配信、
そして 330-A ニュースの発行と新鮮な情報発信の
お手伝いできたと感じていま す。閉塞感漂う中、
ポ ジ テ ィ ブ な 仲 間 と 活 躍 の 場 そ の 機 会
(opportunity) を与えてくれた、 LC330-A地区に改
めて感謝したいと思います。

アドバイザー  L 赤尾 嘉晃

もともと今期は自クラブのクラブ幹事を務める
予定でした。ところが、進藤ガバ ナーから直接
キャビネット副幹事の打診を受け、お受けする
ことになりました。会長予定者の方も「それは
名誉なことだから」と快く送りだして下さいま
した。 想像していたキャビネット副幹事の業務と
言えば、ガバナーの取り巻きの飲み会要員と勝
手に思っていました。しかし、コロナ禍の影響
もあり、飲み会はほぼ皆無でした。そして、副
幹事の仕事は非常に地味でした。担当リジョン
のリジョンチェアパーソンに電話する手が「怖
い人だったらどうしよう。」と震えたのがつい昨
日のことのようです。 印象に残ったことは、広報
IT クラブサクセス委員会に担当副幹事となったことです。機械オン
チの私にとって気の重い委員会でありました。しかし、メンバーの 
皆様は熱心で素敵な方ばかりで、キャビネット運営の裏側やライオン
ズの奉仕活動の楽しさに一番身近に触れることが出来ました。
キャビネット副幹事はとても地味でタイトな役職でした。しかし、自
クラブの運営のヒントがたくさん詰まっている役職でもあります。自
クラブに戻ったときに少しは成長した姿を見せられる、と勝手に思っ
ております。

担当副幹事  L 阿部清彦



今期広報・IT・クラブサクセス委員会メンバーのご紹介
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【編集後記】
今期は期首より「ウィズコロナ」と「アフターコロナ」が叫ばれ、従来通りのアクティビティをはじめ、人と人が何かフィ
ルターを通して、気持・意見を相手に伝えることを余儀なくされた一年でもありました。 ある意味「デジタル化を推
し進める」当委員会にとっては追い風で、第一回キャビネット会議から「リアルと Zoom を併用」し、今まで実行す
る事が難しいと思われる事案を「デジタル」を駆使し、今日まで大きな混乱もなく迎えて参りました。これもひとえ
にキャビネット関係者及び 330-A 地区 LCメンバー皆様のご尽力の賜物で御座います。
しかしその反面、「Face to Face で直接会う必要性」を再認識した事も事実です。
ライオンズクラブは、「グッド・スタンディング」である限り、自由な意思表示が平等に認められており、特権階級
は存在しません。しかし役職上の権限は尊重され、ライオン歴には敬意が表されますが、あくまでも全員が平等の「一
会員」 で有ることが前提です。多少の方向性に違いが有るのは当然ですが、匿名の文面で一個人を否定・非難・批判
する事は奉仕者である前に、まず人として今一度自分の足元から正して頂きたい。之は今期、紙面の発行責任者とし
ての願いです。
最後になりますが、委員会活動にご協力頂きました330-A地区 LC メンバ ー各位に感謝申し上げます。また、当委員
会のメンバーの皆様があってこそ此処まで大きな事故もなく終える事が出来ました。感謝申し上げます。 引き続き、
お力をお貸し頂ければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　


